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【
新
年
の
ご
挨
拶
】

　

２
０
２
４
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

度
２
０
２
４
年
度
公
益
社
団
法
人

彦
根
青
年
会
議
所
第
71
代
理
事
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
澤

井
雄
一
と
申
し
ま
す
。

　

平
素
は
公
益
社
団
法
人
彦
根
青

年
会
議
所
の
事
業
、
運
動
に
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
ご
愛
好

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
71
年
目
に
懸
け
る
想
い
】

　

１
９
５
３
年
私
た
ち
が
住
み
暮

ら
す
ま
ち
、
ひ
こ
ね
に
設
立
し
た

彦
根
青
年
会
議
所
が
昨
年
度
70
周

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
周

年
事
業
を
通
し
て
彦
根
青
年
会
議

所
の
歴
史
に
触
れ
、
先
輩
諸
兄
姉

の
偉
大
さ
や
想
い
、
関
係
諸
団
体

を
始
め
、
地
域
の
皆
様
の
想
い
に

触
れ
る
こ
と
で
改
め
て
感
謝
を
す

る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
新
風
と
な
れ
‼
未

来
に
つ
な
げ
る
ひ
こ
ね
の
創
造
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。
71
年
目
の
１
の

数
字
を
大
切
に
し
て
新
た
な
年
、

我
々
が
新
た
な
風
と
な
り
、
ひ
こ

ね
に
輝
き
を
放
ち
、
誰
も
が
憧
れ

る
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
挑
戦
し
、

過
去
か
ら
現
代
そ
し
て
未
来
に
つ

な
が
る
新
し
い
ひ
こ
ね
を
創
出
し

て
い
き
ま
す
。

【
青
年
会
議
所
と
は
】

　

青
年
会
議
所
は
「
奉
仕
・
修
練
・

友
情
」
と
い
う
三
信
条
の
も
と
、「
明

る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

彦
根
青
年
会
議
所
で
は
、
50
年
以

上
続
い
て
い
る
彦
根
城
写
生
大
会

や
、
彦
根
市
、
米
原
市
、
豊
郷
町
、

甲
良
町
、
多
賀
町
、
愛
荘
町
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
や
資
源
を

多
く
の
地
域
の
方
に
知
っ
て
、
触

れ
て
も
ら
う
事
業
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
愛
郷
心
を
育
ん
で
い
た
だ

く
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
方
と
ま
ち
の
課
題
を

考
え
て
行
動
す
る
チ
カ
ラ
を
高
め
、

会
員
自
身
が
資
質
の
向
上
を
目
指

し
、
自
己
研
鑽
す
る
な
ど
の
ひ
と

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で

修
練
を
重
ね
、
共
に
切
磋
琢
磨
し
、

事
業
を
実
現
の
も
の
へ
と
作
り
あ

げ
て
い
き
、
そ
の
過
程
で
得
た
絆
、

事
業
達
成
を
本
気
で
喜
び
合
え
る

理
事
長
挨
拶

組織ブランド創出委員会

友
情
が
生
ま
れ
、
か
け
が
え
の
な

い
友
と
な
り
ま
す
。

【
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
の
役
割
】

青
年
会
議
所
の
活
動
の
原
点
は
「
活

動
を
さ
せ
て
も
ら
う
事
の
で
き
る

地
域
が
あ
る
。」
と
言
う
こ
と
が
大

前
提
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
私
た
ち
は
、
常
に
社
会
情
勢

に
目
を
向
け
、
ま
ち
の
活
性
化
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
、
ま
ち
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
団
体
に
な
れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
多
く
の
事
業

を
経
験
し
、「
楽
し
か
っ
た
」「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
次
い

つ
あ
る
の
」
そ
ん
な
一
言
が
私
た

ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更

に
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
を
目
指

し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
行

政
や
地
域
の
皆
様
と
協
力
す
る
こ

と
で
共
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
70
周

年
を
機
に
今
後
10
年
間
の
新
し
い

運
動
指
針
と
し
て
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ

ｔ　
ｔ
ｏ　
ｔ
ｈ
ｅ　

ｆ
ｕ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
〜
誰
も
が
憧
れ
る
ひ
こ
ね
の

実
現
〜
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

「
人
を
つ
な
ぐ
」「
ま
ち
を
つ
な
ぐ
」

「
経
済
を
つ
な
ぐ
」「
組
織
が
つ
な

ぐ
」
の
４
つ
に
挑
戦
し
、
ひ
こ
ね

の
街
を
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、

未
来
に
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、
人
が

憧
れ
を
抱
く
ま
ち
へ
導
く
こ
と
を

掲
げ
た
運
動
指
針
に
沿
っ
て
、
本

年
は
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

【
結
び
の
言
葉
】

青
年
会
議
所
は
20
歳
か
ら
40
歳
と

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
理
事
長
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
任
期
は
１
年
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
年
ご
と
に
様
々
な
役

職
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
豊
富
な

実
践
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

自
己
修
練
の
成
果
を
個
々
の
活
動

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
団
体
で
す
。
今
後

も
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
に

向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
彦

根
青
年
会
議
所
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
彦
根
青
年
会
議
所

　

    

第
71
代
理
事
長　

澤
井
雄
一

公益社団法人 彦根青年会議所
７０年代 運動指針

Ｃｏｎｎｅｃｔ　ｔｏ 　ｔｈｅ 　ｆｕｔｕｒｅ
～ 誰もが憧れるひこねの実現 ～

　彦根青年会議所は１９５３年「英知と勇気と情熱」を持った青年が集い
全国で５２番目の青年会議所として誕生しました。これまで幾度となく組
織を変化させながら、歩みを決して止めることなく地域の発展のため運動
を展開し続け確固たる地位を築き、今や地域にとって必要不可欠な団体と
なりました。昨今、あらゆる環境や価値観が大きく変化しており、社会全
体が大きな変容を遂げようとしています。いまだかつて経験したことのな
い激動の時代を前に、何事にも恐れず挑戦し、進化し続けることで唯一無
二のひこねを創り上げるのが私たちの使命だと考えます。
　現在、私たちが活動する地域には数々の課題を抱えています。その中で、
青年会議所がより良い変化をもたらすべき４つの重点項目は以下とします。
　１つ目は少子高齢化を含む生産年齢人口の低下です。それはすなわちま
ちづくりの担い手の減少を意味します。ひこねという地方都市が激動の時
代を生き抜くためには、まちの強みを活かし、弱みを克服しようとする熱
い志を持った市民の存在が不可欠です。未来に夢を抱けるまちづくりの担
い手を育成することが課題と考えます。
　２つ目は周辺市町村との共生を目指した広域連携です。様々な課題を抱
えた地方都市が持続可能な状態でまちを形作り続けるためには、地域や組
織の枠を越えた安定的、継続的、長期的且つ自主的な連携を視野に入れて、
互いの強みを互いの利益とし、共に生きる道を探ることが課題と考えます。
　３つ目は地域経済の好循環化です。近年は観光需要の落ち込みや生産性
の低下、事業承継問題を含め、諸所の改善による成長の可能性に溢れてい
ます。更なるイノベーションを生み出し経済を活性化させるためには、青
年経済人が互いの経験や知識を持ちより、新しい価値観のもとに稼ぐこと
ができる環境を整えることが課題と考えます。
　４つ目は自発的にまちづくりを行う組織の活発な運動展開です。ひこね
の魅力ある資源や、その価値を最大化しようとする市民、それらを活かし
発信する組織、各々の存在が有機的に結び合い、誇りある唯一無二のまち
を形成するためには、市民目線によるまちづくりの先駆的なアプローチを
実施し続ける市民団体の活躍が不可欠と考えます。
　２０２３年から２０３３年までの長期ビジョンとしてひこねのまちが持
続可能で「明るい豊かな社会」となることを目指した時代や社会情勢に応
ずる運動の指針を示し、公益社団法人彦根青年会議所が地域から更に必要
とされる組織へと進化し続けるために、【人】×【まち】×【経済】を私
たち【組織】が未来につなげていく「Ｃｏｎｎｅｃｔ　ｔｏ　ｔｈｅ ｆｕ
ｔｕｒｅ　～誰もが憧れるひこねの実現～」を策定いたします。

１．人をつなぐ
　　　  ～ひこね維新　時代を切り拓く改革者の育成～
① 未来を担う子どもたちの育成　
子どもたちが成長し自立する上で必要な経験の機会を提供するとともに、地
域の課題を認識させ、その課題に対して解決策を考えようとする機会を創り、
未来を担う子どもたちの育成を目指します。
② 「ひこね」への愛郷心を醸成
ひこねに暮らす人々が地域の課題について協働で解決策を考え、実行するこ
とで地域に貢献することができ地域の魅力を再発見し、ひこねへの愛着や誇
りを持つことができる環境を創ります。
③ ローカルインフルエンサーの育成
世の中に溢れている様々な情報から自分に必要な情報を適切に活用しグロー
バル化社会を生きる上で必要な基礎能力を身に付ける環境を創ります。

２．まちをつなぐ
     ～輝くまち  Ｏｎｅ  ａｎｄ   Ｏｎｌｙ  ひこね構想～
④ 関係諸団体を含めた近隣市町村との広域連携の強化
地域の枠組みを越えた連携、相互補完を促す取り組みがまちの未来をつくる
チカラを強靭にします。行政やまちづくりを行う諸団体との協働を活発に行
い、互いの強みを活かし、各々の課題解決に向けて実践できる場を創出する
ことで、時代の変化に柔軟に対応することができるまちづくりを実現します。
⑤ 地域資源に新たな価値を創出し、魅力溢れるまちの実現
地域資源の魅力を再評価し、その価値を最大化することが地域創生への歩み
を押し進めます。歴史、文化を始めひこねの地域資源の活用に対する新たな
気付きを促すことで、生み出された地域の魅力を世界に発信することができ、
観光客からも市民からも愛されるひこねを創造します。
⑥ 健やかで安心できる暮らしの実現
地域福祉に携わる団体や医療福祉関係者などと連携し、市民が地域福祉への
意識を高める取り組みを行うことにより、健やかに暮らし安心な生活を送り
ながら互いを支え合うことのできる社会を目指します。

３．経済をつなぐ～世界に誇れる「ひこね」の創造～
⑦ 事業者の交流を促しイノベーションの創出
業種や分野に捉われず多様な事業者の懸け橋となり、そこで生まれた新たな
技術や魅力を活かし「ひこね」のまちを活性化に繋げます。
⑧ 多様な人財が集まり活躍できる社会の実現
多様化する働き方の中で、「ひこね」の特性を最大限活用し魅力をアピール
する活動を行い、多様な人財が集まり活躍できる社会を目指します。
⑨ 次世代経済人の育成
次世代を担う若者たちが、自ら地域の課題と向き合い様々な人と協働し解決
に導く力を育成します。地域の学生をメインターゲットとし、新たな価値と
雇用機会を創出し地場産業の活性化を目指します。

４．組織がつなぐ
     ～地域から必要とされ続ける彦根青年会議所像～
⑩ 組織のブランディング活動の展開
公益社団法人彦根青年会議所は、揺るぎない信念をもって地域の課題と向き
合い高い効果を得れる運動を行います。また、地域から更に必要とされ続け
る存在価値の高い組織を目指します。
⑪ 仲間を増やし会員が成長できる組織運営
会員一人ひとりが彦根青年会議所に誇りと愛着を持ち魅力を発信し続けるこ
とで、共に活動する仲間を増やします。またリスキリングを促し地域の課題
を解決する力を身に着ける中で、仕事では得ることのできない経験を積み、
リーダーシップを身に付けることで個々の成長に繋がりひいては組織へのエ
ンゲージメントを高めることに繋がります。
⑫ 効率的な運動・活動を行える環境整備
ＩＣＴの活用など時代に即した手法を選択し現役会員が運動・活動しやすい
環境を目指します。

１．人をつなぐ
２．まちをつなぐ
３．経済をつなぐ
４．組織がつなぐ

彦根青年会議所が目指す４つの挑戦
活動情報配信中！
彦根青年会議所
公式Web サイト
http://www.hikonejc.or. jp/
Instagram.Facebook. 公式 LINE
X（旧 Twitter）.TikTok



彦根青年会議所新聞新年号( ２ )２０２４年１月 1 日発行 第 2 3 7 号

公益社団法人 彦根青年会議所

２０２４年度メンバー紹介

新年明けまして
おめでとうございます。
1月16日 13時から初祈願祭

彦根市安清町13-28
TEL 0749-22-0706

御嶽教大達教会
〒522-0002 滋賀県彦根市松原町 1435-86
Phone 0749-26-3400/Fax 0749-24-9356
https://www.jcmu.net

ミシガン州立大学連合日本センター
サニープレイスグループ
社会福祉法人心暖まる会 / 株式会社ひなた

・特別養護老人ホームサニープレイス彦根

・ ショートステイサープレイス彦根

・幼保連携型認定こども園 ひかりの森

・ 地域コミュニティ 森のおうち

・サービス付き高齢者向け住宅
　サニープレイス河瀬

人が集い 人が支え合う 心暖まる居場所つくり

Be a Social Creator

〒522-0221
彦根市野口町283-1
TEL 0749-25-3300  
FAX 0749-25-3308

〒522-0221
彦根市野口町283-1
TEL 0749-25-3300  
FAX 0749-25-3308

http://www.itokirimochi.co.jp

 
 

 
       

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 http  ：//pariya.co.jp

TEL：０７４９－２２－０１４６

〒５２２ー８５４３　　彦根市長曽根南町４７２－２ 

　新年、明けまして,おめでとうございます。

　　本年もよろしくお願い致します。

共同電気株式会社
佐々木幸造

彦根市河原三丁目 6-19
TEL/22-4726
FAX/24-2476

T E L :  0 7 4 9 - 2 2 - 7 5 2 2
MAIL: info@hikonejc.or.jp会員募集中 !

新入会員

米森　麗那
Ri l y

私たち彦根青年会議所では、活動エリアに在住または働いている２０才～４０才までの新しい仲間
を募集しております！！「明るい豊かな社会」を実現するという目的のもと、地域課題の解決を目
指し、様々な運動を展開している団体です。活動の中で得られるリーダーシップや自身のスキル向
上、その中で育まれる一生涯の友情はあなたのこれからの人生を大きく変えます！！
あなたの入会をメンバー一同お待ちしております。

　JC にはこんなにメリットがあります
・JC 活動を通じて生涯の友人を得ることができます。
・まちづくり事業やボランティア活動など、普段の生活ではなかなか経験できないような活動を通
　じて自分を再発見することができます。
・JC ならではの様々なセミナーに参加することができます。
・大人数の前で話したり発表する場を経験することで、表現力が豊富になり、話がうまくなります。
・他業種の会員との交流を通じて視野を広め、ビジネスチャンスにも繋がります。　　　などなど

直前理事長兼監事

橋本　一幾
㈱オオミ建設

特別顧問

北村　忠征
㈱北村工建

外部監事

木田　乃輔
㈱文教スタヂオ

組織の未来創出委員会

副委員長

髙橋　寛之
㈱高橋重機

理　事

夏原　大輝
夏原工業㈱

理　事

丸山　義樹
アイド工業

理　事

横津　優騎
 ㈱FILL  COMPANY.

輝くひこね創出委員会

委　員

杉　康輔
㈱ＲＡＳＫ Ｇｅｍ

委　員

車　宝超
宝源

委　員

青木　克実
社会福祉法人 心暖まる会

委　員

奥田　拓郎
㈲奥田

理　事

西村　直人
㈱清友商会

理　事

北川　凌
㈱近江ボード

理　事

飛松　龍
㈱ＦＰパートナー

副委員長

横津　琢磨
初期化整体アルスタ

組織ブランド創出委員会

副委員長

岡本　英志
㈱ﾋｭｰﾏﾝｱｲｽﾞ
びわこ統括事業所

理　事

夏原　慶
㈱夏原電子産業

理　事

西川　隼世
㈱NCI

理　事

西村　健太郎
㈲エコラボ

第７１代理事長　澤井　雄一
雄飛左官店

略　歴

副理事長

上田　一八
㈱くらま

副理事長

藤井　肇
藤井工務店

副理事長

中西　雄也
サンクリーン彦根

事務局

委　員

近久　和輝
㈱滋賀銀行

２０１８年　入会

２０１９年　ひこねブランド向上委員会　副委員長

２０２０年　次世代リーダー創出委員会　委員長

２０２１年　組織の絆確立委員会　理事

　　　　　　近畿地区大会実行特別委員会　フェスタ担当責任者

２０２２年　副理事長

　　　　　　７０周年準備特別委員会　副委員長

２０２３年　副理事長

　　　　　　７０周年実行特別委員会　委員長

２０２４年　第７１代理事長

専務理事

大野　勝輝
㈱雅コーポレーション

財政規則特別委員会

委　員

福原　悠平
㈲フクハラファーム

委　員

真島　君騎
STUDIO TRUE ISLE

委　員

土田　浩史
滋賀中央信用金庫

委　員

園　一生
㈲園サッシ店

委　員

村上　元気
㈱ムラカミ

事務局長　北川　凌 / ㈱近江ボード
基本に忠実な組織運営を推進
し、組織の円滑な支援、管理を
行い質実な組織づくりを目指し
ます。

組織の土台となるべく円滑な組織運営と、
地域の皆様により信頼される広報活動を
目指し、一年間邁進してまいります。メ
ンバー一同宜しくお願いいたします。

委員長　北川　真衣 / スナックZERO
一人でも多くの新たな仲間を迎えメンバー
と交流するなかで、揺るぎない信頼関係を
構築し、唯一無二の組織を目指します。

委員長　清水　翔太 / ㈱明宝
地域資源とのふれあいを通じ、まちへの
興味や誇りを醸成し、我々も受け継いで
きた愛郷心を次代に継承していけるよう
事業を展開してまいります。

委員長　山田　雅崇 / ㈲ヤマダ油脂

財政規則特別委員長　丸山　義樹 / アイド工業
公益社団法人としての責務を果たし、より
地域の皆様から信頼される組織となるべ
く、公正かつ健全な財務運営を目指します。
１年間どうぞ宜しくお願いいたします。

事業風景

写生大会 写生大会 地域の魅力ツアー

ひこねの魅力万博 ひこねの魅力万博 スカイランタン


